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抽選会の開催
以下の製品の申込受付を行った結果、申込数量が販売数量を上回りましたので、令和６年
10月10日（木曜日）に抽選を実施しました。なお、お申込み状況等を踏まえ、ゴジラ70周年
2024プルーフ貨幣セットについては当初予定していた販売数量20,000個から29,000個ま
で増産したうえで、当選番号を決定するための抽選を実施しました。

販売製品 販売価格
（消費税・送料込）

販売数 申込数

国立公園制度１００周年記念貨幣
（瀬戸内海国立公園） 13,800円 40,000個 128,058個

国立公園制度１００周年記念貨幣
（雲仙天草国立公園） 13,800円 40,000個 126,586個

国立公園制度１００周年記念貨幣
（霧島錦江湾国立公園） 13,800円 40,000個 127,104個

ゴジラ70周年2024プルーフ貨幣セット 15,500円 29,000個 44,931個

ゴジラ70周年貨幣セット 2,900円 50,000個 65,621個

世界自然遺産貨幣セット
（奄美大島、徳之島、沖縄島北部及び西表島） 2,700円 30,000個 34,519個

抽選者：造幣局 監事　桑田 周一

令和6年10月28日（月曜日）、造
幣局講堂において、横山財務副
大臣を執行官として、第153次
製造貨幣大試験が執り行われ
ました。

今次の大試験では、昨年の大試験の後に製造された通常貨幣、「２０２５
年日本国際博覧会記念千円銀貨幣（第二次発行）」及び「国立公園 
制度１００周年記念千円銀貨幣（西表石垣国立公園、慶良間諸島国立
公園、やんばる国立公園）」について、製造の過程で予め無作為に抽
出・保管しておいたものを試験しました。その結果、すべての貨幣につい
て基準を満たし適正であることが確認されました。

第153次製造貨幣大試験

製造貨幣大試験は、造幣局創業（1871年）の翌年、明治5（1872）年に大蔵大輔兼造幣頭 井上馨を執行官として
行われたのが最初で、今回の第153次に至るまで執り行われています。
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